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ンシヤルを有していることが明らかとなった。また X線結品構造解析により、 1a、 1b、 3 は相補的多重水素結合、 C
-H"'X 型水素結合およびπ 一 π スタッキング相互作用によって多次元的に集積化していた。特に 1b および 3 は従来










されている。一方で 1a、 1b のシ
アナニル酸との電荷移動錯体は、
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有する TTF 誘導体 2 は、水を介した相補的四重水素結合によって水素結合ダイマーを形成し、このダイマーが一様
に積層していた。また積層聞にもカルコゲン原子聞に接触が存在し、より結晶構造を安定化している。このように核
酸塩基導入型 TTF は、これまでの TTF 誘導体に見られない特徴的な結晶構造を形成する。また 1'"'-'7 およびそれら
の電荷移動錯体について固体の赤外吸収スベクトルを用いて、水素結合評価を行い、 PET の基礎となる水素結合型電
荷移動錯体が得られたものと考えられる。










一分子であるテトラシアノキノジメタン (TCNQ) とピリミジン型核酸塩基導入型 TTF との電荷移動錯体は、これ
までの水素結合部位を有するドナーを用いた電荷移動錯体と比較して飛躍的に伝導度が上昇することを明らかにし
た。
以上、槙君の論文は、核酸塩基の相補的な水素結合様式を TTF 系へと展開して、高度に水素結合がネットワーク
化した結晶構造の構築や、 PET の基礎となる水素結合型電荷移動錯体ならびに高い伝導'性を有する電荷移動錯体の創
製を行ったものであり、博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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